
 

第１６回 航空輸出入通関・航空物流等（合同）WG 議事要旨 

 

 

１．日 時 ：平成２７年４月１６日（木）１０：００～１２：００ 

 

２．場 所 ：川崎市産業振興会館 １階 ホール 

 

３．議事の概要 

（１）議題 

① 第 15回ＷＧの意見等報告 

○ 事務局（センター）から、資料１に基づき説明の後、意見交換を行った。 

② サブＷＧ検討結果：損害保険業務のシステム化＜２＞ 

○ 事務局（センター）から、資料２に基づき説明の後、意見交換を行った。 

③ パッケージソフト（メール処理方式）の原則提供終了＜２＞ 

○ 事務局（センター）から、資料3に基づき説明の後、意見交換を行った。 

④ ダイヤルアップ回線の廃止 

    ○ 事務局（センター）から、資料４に基づき説明の後、意見交換を行った。 

   ⑤ 第６次ＮＡＣＣＳへの移行及び第６次ＮＡＣＣＳにおける中年度更改 

    ○ 事務局（センター）から、資料５に基づき説明の後、意見交換を行った。 

   ⑥ マイナンバー（法人番号）に係る対応 

    ○ 事務局（センター）から、資料６に基づき説明の後、意見交換を行った。 

   ⑦ 減免税制度適用輸出入申告における残数量等管理業務 

    ○ 事務局（センター）から、資料７に基づき説明の後、意見交換を行った 

   ⑧ 機用品蔵入承認申請（ＣＴＡ／ＣＴＣ）業務の海上貨物への対応 

    ○ 事務局（センター）から、資料８に基づき説明の後、意見交換を行った。 

   ⑨ 通関士審査業務の新設＜３＞ 

    ○ 事務局（センター）から、資料９に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑩ ＲＶＡ業務等の見直し 

○ 事務局（センター）から、資料１０に基づき説明の後、意見交換を行った。 

   ⑪ １ＭＡＷＢあたりのＨＡＷＢ件数の拡大（輸出・輸入）＜３＞ 

○ 事務局（センター）から、資料１１に基づき説明の後、意見交換を行った。 

   ⑫ 「輸出畜産物検査申請事項登録（ＥＭＡ）」業務における検査実績等の入力 

○ 事務局（センター）から、資料１２に基づき説明の後、意見交換を行った。 

   ⑬ 汎用的な添付業務の仕組みの提供 

○ 事務局（センター）から、資料１３に基づき説明の後、意見交換を行った。 

 



⑭ 連絡機能のＮＡＣＣＳパッケージへの追加 

○ 事務局（センター）から、資料１４に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑮ 「事前届出搬入連絡（ＩＦＧ）」後の検査命令書の自動発行 

○ 事務局（センター）から、資料１５に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑯ 「食品等輸入届出事項登録（ＩＦＡ）」業務等の改善＜２＞ 

○ 事務局（センター）から、資料１６に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑰ 医薬品医療機器等輸出入手続き業務の改善 

○ 事務局（センター）から、資料１７に基づき説明の後、意見交換を行った。 

    

 （２）意見交換の概要 

◆ サブＷＧ検討結果：損害保険業務のシステム化＜２＞ 

○ 「包括保険確認登録（ＨＫＡ）」業務実施後に料率変更を行った場合、「包括保

険仮事項登録（ＨＨＡ）」業務で新しい包括保険番号を払い出すが、古い包括保険

番号は使えなくなるのか。（委員） 

⇒ 古い包括保険番号も一定期間重複して使用可能である。古い包括保険番号の適

用を一定期間継続したい場合は、利用者自身がＨＫＡ業務で料率変更を実施する

際に、入力項目（必須）の「適用終了年月日」欄に、必要な年月日を入力するこ

とでそれまで適用を継続させることが出来る。（事務局） 

 

◆ マイナンバー（法人番号）に係る対応  

○ 必須項目の識別符号欄について、取引者が通販会社、法人、個人かを書類上で

判別できない場合、どうすれば良いのか。（委員） 

⇒ 「９．その他」を選択していただければよい。（関税局） 

 

○ コード表提供の検討は、現行、ＪＡＳＴＰＲＯコード等を検索できるデータベ

ースがあるが、それらのデータベースの変更も視野に入れた検討か。（委員） 

⇒ 御意見は認識をしている。同等程度のデータがご提供出来るように関係者と相

談しながら進めていきたい。どのような提供方法になるか現段階では未定だが、

ご不便の無いように取り組んでいく。（事務局） 

 

◆ 減免税制度適用輸出入申告における残数量等管理業務 

○ 6 ページ目の裏落しの仮登録について、申告情報が裏落しの画面に反映される

のはどの時点か。（委員） 

⇒ ５ページの「関税割当裏落数量登録内容呼出し（ＴＱＢ）（仮）」業務が登録さ

れたら画面に反映される。（事務局） 

 

 



○ 例として、複数の税関官署に同時進行で輸入申告をする場合、どういう数量管

理がされるのか。（委員） 

⇒ 仮登録の段階で残量は管理されており、申告時はその数量を見ながら処理が行

われる。（事務局） 

 

◆ １ＭＡＷＢあたりのＨＡＷＢ件数の拡大（輸出・輸入）＜３＞ 

○ ＬＤＲの項目の追加は自社への影響があり、その影響度を調査中である。少し

御時間を頂きたい。（委員） 

⇒ 既に過去のＷＧで提示済みの「ＬＤＲの総個数の表記」の案件で、ＬＤＲ情報

の変更は生じる。そちらの案件が既に利用者間で承認されていることを踏まえた

上、社内での検討をお願いしたい。（事務局） 

 

以上 


